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優秀工事等顕彰授与式

【優秀工事等受賞者】

令和７年７月１８日（金）、南関東防衛局において、令和７年度優秀工事等顕彰授与
式が執り行われ、優秀工事１２件、優秀業務８件に対し、古川調達部長（当時）から顕
彰状が授与されました。
本優秀工事等の顕彰は、技術・品質が優れ他の模範となるにふさわしい工事、業務及

び技術者を顕彰することにより、入札参加者の受注意欲を高め、建設工事及び工事目的
物の品質確保を図る等、施設取得の円滑な推進に資することを目的としています。
顕彰受賞者は、総合評価落札方式による工事等の入札時に加点の対象となります。

今回の顕彰を通じて、今後も防衛施設建設の益々の発展に寄与することを期待してお
ります。

受賞案件名 受賞業者名

1 田浦（３）実習場新設建築追加工事 株式会社渡辺組

2 久里浜外（３）教場新設等建築工事 若築建設株式会社　東京支店

3
防大（４）理工学館Ｂ棟新設建築追加工事

防大（５）理工学館Ｂ棟新設建築追加工事
大成建設株式会社　横浜支店

4 浦郷米軍（３）係留施設（２７８）浚渫工事 東亜建設工業・大本組建設共同企業体

5 厚木米軍（４）雨水排水（７５０）整備土木その他工事 村本建設株式会社　東京支店

6 富士米軍（５）給水施設（０４１３）新設土木工事 加和太建設株式会社

7 根岸住宅地区（５）既設構造物撤去工事 日鋪建設株式会社

8
根岸住宅地区（６）既設構造物撤去工事（Ａ工区）

根岸住宅地区（６）既設構造物撤去工事（Ｂ工区）
若築建設株式会社　横浜支店

9 根岸住宅地区（６）既設構造物撤去工事（Ｃ工区） 東洋建設株式会社　横浜支店

10 防大（３）浴場新設電気工事 株式会社美濃屋山村電気

11 防大（３）浴場新設機械工事 大成設備株式会社　神奈川支店

12
防大（４）理工学館Ｂ棟新設機械工事

防大（５）理工学館Ｂ棟新設機械追加工事
大成設備株式会社　神奈川支店

1 南関東防衛局管内（５）土質調査（静岡県地区） 基礎地盤コンサルタンツ・日本エルダルト共同体

2 南関東防衛局管内（５）土質調査（神奈川県地区） 日本工営・大日本ダイヤコンサルタント・豊栄共同体

3 横須賀（４）病院新設建築その他設計 山下設計・復建エンジニヤリング共同体

4 武山（５補）教育施設整備設計
綜企画設計・オリエンタルコンサルタンツ

復建技術コンサルタント・コーセツコンサルタント共同体

5 浜松（５）庁舎外壁改修等建築調査検討 マン・テック株式会社

6 浜松外（６）広報施設新設等土質調査 中央開発株式会社　東京支社

7 厚木米軍（４）雨水排水（７５０）整備土木その他工事監理業務 日本工営株式会社　東京支店

8 池子米軍外（３）生活支援施設新設等土木設計 株式会社吹上技研コンサルタント
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静浜基地開放行事

キャンプ富士フレンドシップ・フェスティバル

南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和７年第４６号

令和７年５月２５日（日）、静岡県焼津市に所在する航空自衛隊静浜基地において、
「静浜基地開放行事」が開催されました。
静浜基地では、第１１飛行教育団が所在し、Ｔ－７（初等練習機）を使用して航空機

のパイロット学生に対する訓練を行っています。
当日は、晴天に恵まれ、Ｔ－７によるオープニングフライトや編隊飛行などの展示飛

行が実施されました。
さらに、Ｆ－２、Ｆ－１５（いずれも戦闘機）、ＵＨ－６０Ｊ（救難ヘリ）などの展

示飛行や装備品の地上展示、Ｔー７Jｒ.による編隊走行展示も行われ、来場者は
基地開放行事を大いに楽しんでいました。

（写真提供：静浜基地）

Ｔ－７初等練習機 展示飛行中のＴ－７

Ｔ－７Jr.編隊

２

令和７年８月２３日（土）、静岡県御殿場市のキャンプ富⼠において、「キャンプ富
⼠フレンドシップフェスティバル２０２５」が開催されました。
当該イベントは、キャンプ富⼠の一部を一般開放し、地域住民との交流を図ることで、

在日米軍及び米海兵隊への理解を深めることを目的としており、日本に居ながら外国の
雰囲気が感じられるイベントとして人気を得ているものです。
当日は、多くの来場者があり、日米の装備品の展示、バラエティに富んだ美味しい料

理などを楽しんでいました。
同時に、キャンプ富士司令官主催のレセプションも開催され、当局からも鋤先局長ら

が出席し、米海兵隊や地元自治体等との交流を深めました。

キャンプ富士司令官の挨拶 イベントの様子

すきさき



防衛施設周辺の環境整備事業

南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和７年第４６号３

★ 光綾公園（こうりょうこうえん）がリニューアル

写真

～ローズガーデン入り口の様子～

令和７年５月１日（木）、防衛省補助事業により、神奈川県綾瀬市内に改修工事
された光綾公園にある「あやせローズガーデン」がリニューアルオープンされまし
た。

本施設は、供用開始から約４０年が経

過しており、老朽化した施設の改修をす

ることで利用促進を図り、又、厚木飛行

場の周辺地域においての避難場所とし

て、当省の補助事業（民生安定助成事

業）により整備費の一部を助成したもの

です。

南側公園整備

（令和７年末完成予定）

・公園、トイレ、駐車場

あやせローズガーデン

（花木園）

管理棟(令和５年度完成)

○ 民 生 安 定 助 成 事 業 ○

防衛施設（飛行場、演習場）があることによって、周辺住民の方々の暮らしに影響を
及ぼすことがあります。その場合には、市町村などが行う公園、道路、体育館、公民館、
ごみ処理施設等の生活環境施設や農業用施設、漁業用施設などの事業経営の安定に
寄与する施設の整備に対して助成を行っています。

多目的球場・本部席棟

(令和4年度完成)



南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和７年第４６号 ４

あやせローズガーデンのワンポイント
○綾瀬市最初の都市公園、「市の花（ばら）の普及」等を目的として再整備
○７，７００平方メートルの敷地に１５０種約６８０本のバラが植栽
○バラの他にも、宿根草等のコンビネーションによる見応えのある空間として演出
○世界各地をテーマにした個性的な１１の庭園で、世界を旅するように散策

○事業概要○

・場 所：神奈川県綾瀬市
・実施工期：令和元年度～令和７年度
・事 業 費 ：約１６億円
・補 助 額 ：約１１億円
・補助内容：多目的球場、本部席棟、管理
棟、花木園、南側公園整備

（写真提供：綾瀬市役所）

トロピカル・ガーデン

ウェルカム・ガーデン ピースフル・ガーデン

古都の庭

バーゴラ（棚）下の水鏡に花が映る鮮やかな庭園
で、赤いバラが出迎えてくれます

大きなバラのアーチと熱帯雨林植物が織りなす、
刺激的で情熱的な空間です

花札に登場する植物が配置され、「間」を大切に
した庭園です

平和の象徴「オリーブの古木」や綾瀬市のシンボル
ローズ「ル・デパール・ド・アヤセ」を眺望を楽しめる
庭園です

ル・デパール・ド・アヤセ

防衛省のエンブレム
(本部席棟)

防 衛 省



南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和７年第４６号５

在日米陸軍司令官交代式

当局管内所在自治体等による行政視察

令和７年８月２５日（月）、御殿場市玉穂財産区議会議長ほか１３名の皆様が陸上
自衛隊八戸駐屯地に赴き、八戸駐屯地の概要及び八戸演習場の使用における地元住民
との関係性の説明を受けました。また、八戸駐屯地防衛館において陸上自衛隊等に関
する写真・収蔵品の展示を見学されました。

八戸駐屯地防衛館にて

御殿場市玉穂財産区による陸上自衛隊八戸駐屯視察

令和７年７月１７日（木）、キャンプ座間において在日米陸軍司令官の交代式が行
われ、デイヴィッド・ウォーマック少将に代わり、ジェームス・ドゥーガン准将が新
司令官に就任しました。
式典には、キャンプ座間が所在する自治体の本村相模原市長、佐藤座間市長を始め

関係者の方々や陸上自衛隊関係者などが招待され、南関東防衛局からも末富局長（当
時）を始めとする数名が出席しました。
ドゥーガン新司令官は就任スピーチの中で、神奈川県横須賀市で生まれ、キャンプ

座間内の高校を卒業した経歴に触れ、「ふるさとに戻ることができて夢のようだ。今
後さらに日米関係を強化させていきたい」と日本語も一部交えながら述べられました。

離任挨拶するウォーマック少将 着任挨拶するドゥーガン准将 隊旗の受け渡し



南関東防衛局長着任挨拶

南関東防衛局広報誌「南関防衛」令和７年第４６号 ６

８月１日付で企画部長に着任しました綿貫です。
南関東防衛局管内には、自衛隊及び米軍の重要

な防衛施設が多く所在しており、これらの防衛施
設を安定的に使用するためには、関係自治体をは
じめ地域の皆様方のご理解とご協力が何よりも大
切であると考えています。
自衛隊及び米軍としっかり連携し、関係自治体

等の皆様方との対話を心掛け、様々な課題に丁寧
に取り組んでまいりますので、どうぞよろしくお
願いします。

８月１日付で調達部長を拝命しました加藤です。
南関東防衛局での勤務は初めてとなります。
調達部は、自衛隊・米軍の施設の取得と装備品

に係る監督・検査等が業務となっており、防衛力
整備の礎となる重要な業務です。
地元の皆様、関係業界団体、自衛隊、米軍等多

くの関係者の協力を得ながら、しっかりと取り組
んでまいりますので、どうぞよろしくお願い申し
上げます。

企画部長 綿貫 賢一

調達部長 加藤 琢朗

幹部紹介

本日８月１日付で南関東防衛局長に着任しました鋤先

です。

７年振りに皆さんと一緒に働く事になり大変嬉しく思

います。これまで南関東防衛局の部長経験者で局長に

なった方はいなかったと承知しています。

私自身、南関東防衛局に勤務する機会はもうないかな

と思っておりましたが、こうした機会を得ることができ

非常に嬉しく思っております。

南関東防衛局管内には、陸、海、空の自衛隊、在日米

海軍、在日米陸軍、キャンプ富士に海兵隊などが所在し

ております。自衛隊や在日米軍の各種活動を支援するた

めに、地元関係者の方々の理解を得るとともに、各種の

施設整備・建設事業、防衛装備品等の調達をしっかりと

進めていく事が重要であると考えております。

こうした、南関東防衛局の重要な役割を果たしていくうえで、私から皆様へ協力を
お願いしたいことが３つあります。
１つ目は南関東防衛局を風通しの良い組織にしていくこと。２つ目は人を大事にし、

お互いに協力し合うこと。３つ目は地元関係者、自衛隊、米軍とのコミュニケーショ
ンをしっかりとること。以上３つをお願い致します。
いろいろなアイデアや改善策の提案などは大歓迎ですので、今後、困難な課題に皆

様と一緒に取り組んでいきたいと考えております。

すきさき
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７

ドローンの規制について

南関東防衛局では、令和６年度より、食品ロス削減及び生活困窮者支援等の観点
から、役割を終えた災害用備蓄食品をフードバンク団体等（※）へ提供をおこなっ

ております。

提供可能な食品やお申込み方法等
につきましては、当局ホームページ
において詳細を掲載しておりますの
で、災害用備蓄食品の提供をご希望
の方は、下記ＵＲＬからご確認くだ
さい。

災害用備蓄食品

※ フードバンク団体等とは、フード
バンク団体のほか、子ども食堂など、
生活困窮者に対し食料・食事の提供
を行う団体のことをいいます。

災害用備蓄食品の提供について

小型無人機等飛行禁止法により指定されている自衛隊施設／米軍施設その周辺地域
（周囲約300ｍ）の上空におけるドローン等の飛行は、原則として禁止されています。

これに違反した場合、次のような措置／罰則もあります。

●警察官等による安全確保措置 ●最大懲役１年／罰金５０万円

対象防衛関係施設および飛行をさせたい場合の手続の詳細については、防衛省ＨＰをご参照
ください。

https://www.mod.go.jp/j/presiding/law/drone/index.html

※ このほか、航空法上
の無人航空機の飛行禁
止空域においてドロー
ン等を飛行させる場合、
夜間にドローン等を飛
行させる場合等には、
別途、国土交通大臣の
許可又は承認を得る必
要があります。

約３００ｍ

防衛省、警察庁、外務省、国土交通省

周囲おおむね３００ｍの地域
の上空（イエロー・ゾーン）

自衛隊施設／米軍施設の敷地・
区域の上空（レッド・ゾーン）

https://www.mod.go.jp/rdb/s-kanto/pr/index.html

https://www.mod.go.jp/rdb/s-kanto/pr/index.html

